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 東北大学ビジョン2030

アップデート版 2020年7月

教育DXの指針を公表

 情報科学研究科ラーニングアナリティクス研究センター

科内措置として設置 2020年12月

Google学習先端技術寄附講座（2021年5月）と並行運営

 全学的な環境整備

教育・学習データ利活用宣言 2021年3月

新入生オリエンテーション 2021年4月

教育DXをめぐる東北大学の動き 2



東北大学ビジョン2030（アプデート版）
https://www.tohoku.ac.jp/japanese/2020/07/news20200729-00.html

東北大学ビジョン2030（アップデート版） 3

オリジナル版

大野総長

2018年

アップデート版

大野総長

2020年7月

本学はこのたび「最先端の創造、大変革への挑戦」をうたった「東北大学ビジョン2030」
をアップデートし、大学の変革を加速する「コネクテッドユニバーシティ戦略」を策定しま
した。この戦略は、今回のコロナ危機に続くニューノーマルの時代を見据え、教育、研究、
社会との共創など、本学の諸活動のオンライン化を強力に進めるとともに、サイバー空間と
リアル空間の融合的活用を通して、ボーダレスで多様性に富み、真にインクルーシブな大学
を創っていくものです。



東北大学コネクテッドユニバーシティ戦略 4

 オンラインを戦略的に活用した多様な教育プログラムの機動的展開

国際競争力のある高品質なオンライン授業を戦略的に展開

国内外の大学・機関・企業等のパートナーとの連携のもと、オンラインと実
地体験を効果的に活用した新たな時代の教育プログラム（学士課程 教育、
大学院教育、社会人教育等の各種プログラム）を開発

オンラインを活用して国内外の多様なセクターからの講師登用を可能にする
柔軟な教育体制を構築

ラーニング・アナリティクスによる学びの高度化を推進

 距離・時間・国・文化等の壁を越えた多様な学生の受入れ推進

海外ネットワークを利用した戦略的なアドミッションを通して卓越した留学
生を獲得

オンラインを活用して国内外を対象とする高大接続プログラムやオープンキ
ャンパス等を機動的に展開

 オンラインと対面のベストミックスによるインクルーシブな教育環境の提供

学問分野の特性に応じて、学生の個性に配慮し伸ばす多様な学びの場を創造

オンライン学生窓口・オンラインサポーター等の学生支援を充実・強化

教育の変革



ラーニングアナリティクス研究センター 5

情報科学研究科の
科内措置として設置

研究科長裁量経費に
よる研究科重点プロ
ジェクトとして運営

2021年５月から
Google 寄附講座と
連携して本格始動

https://larc.is.tohoku.ac.jp/

センター長：堀田龍也

副センター長：尾畑伸明
＋メンバー：12名でスタート

研究科内各専攻
および学内他部局からの協力



1. 蓄積された学習データ（アクセス/クリックの場所や頻度，

回答の内容，諸センサーによって取得可能なデータ等）を

分析，可視化することにより，

2. 学習状況（学習者の理解状況の推定や分布等）をもとに，

学習への適切な介入手法（理解に合わせた処遇による学習

改善，成績予測をもとにした学習促進等）や教材の改善点

等を探索的に研究する。

3. 上記を遂行するために必要となるデータの種類や取得方法，

分析方法，可視化方法，介入方法等について，情報科学の

応用によって明らかにする広い研究活動であり，

4. 対象となる学習分野は問わない。

情報科学研究科の LA への取組スタンス 6



1. データサイエンス・AI 色が強い LA 研究

・情報科学研究科が得意とする自然言語処理技術，セン

シング応用技術，量子アニーリング等の応用

2. 学内他部局との連携

・データ駆動科学・AI教育研究センター

・教育評価分析センター（授業評価、PDCAサイクル）

・教育学生支援部（学務情報を扱う事務組織）

3. Google との共同研究

 学習ログ取得API，情報サマライズ等

 学習ログ解析技術の開発とClassroomへの組込等

 初等中等教育との橋渡し

情報科学研究科 LA 研究センターの特徴（構想） 7
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情報基礎科学専攻

システム情報科学専攻

人間社会情報科学専攻

５基幹講座

１協力講座

Google 学習先端
技術寄附講座

応用情報科学専攻

LA研究センター

【Google for Education からの客員教員】
特任教授（Google for Education 日本統括）
特任准教授（Google for Education 事業戦略・教育政策部長）
特任講師 （Google for Education パートナー・サクセス・エンジニア）

Google 学習先端技術寄附講座（2021.5.1） 8

【併任教員】
教授（堀田龍也教授）
准教授（選考中）
特任助教（研究）1名

＋





http://www.tohoku.ac.jp/japanese/studentinfo/education/08/education0801/

全学的な環境整備：教育・学習データ利活用宣言 10



※ 大学 ICT推進協議会提供のひな形を参考にして策定 ＞ 学務審議会で議論 ＞ 全学で決定

全学的な環境整備：教育・学習データ利活用宣言 11

教育・学習データ利活用（EDU : 
Educational Data Utilization）宣言

東北大学は、日本を代表する高等教育機関として、日々
の教育や学習に関するデータを安全な方法で取得・保
持・分析し、客観的データに基づく教育改善や学生等の
学習支援を図るとともに、データ利活用から得られた叡
智を公開し、国民と人類の福利に貢献します．

東北大学教育・学習データ取扱８原則

東北大学教育・学習データ利活用ポリシー

東北大学は、以下の原則に従い、個人情報保護法などの
関係法令を遵守しプライバシーを尊重するとともに、教
育・学習データを個人情報として取り扱い、その権利者
の意向を最大限配慮して運用します。

１ 利用目的を明示し、目的外には使用しません．
２ 利活用の方法を明示します．
３ いつでも同意を取り下げることができます．
４ 個人情報保護法などの関連する法令を遵守します．
５ いつでも自分のデータを確認できるようにします．
６ データの分析結果の公表については個人が決して

特定されないようにします．
７ データに適切な安全管理措置を施します．
８ 研究成果やデータの共有によって、人類の福利に

貢献します．



今年度学部新入生全員に周知 12
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（履修科目・成績、

学習ログ、etc）

《教育活動・学習活動》

Ｑ：何をするの？ ⇒Ａ：オレンジ色記載の活動を積極的に行っていきます。

• R3年度 新入生オリエンテーションで説明（問合せ等はなし）
• R4年度から学生募集要項に記載
• 年次進行で全学生をカバー
• 個人を特定せず活用（データベース構築や分析では個別認識あり）
• 成果還元して構築されるパーソナライズド教育等が導入される際は、

オプトイン・オプトアウトの仕組みを備える。

【特定の目的をもって対象者から取得するデータ例】→ 同意を得てデータ取得

• 学習時の血圧、脈拍、脳波などの生理状態の計測データ

• 授業等の学修時間外における行動データ（位置情報、睡眠時間）



 情報科学発 LA として特色ある研究

 LA の研究から実装までを統括する全学的組織整備

• 情報科学研究科 LA 研究センター※（生まれたばかり）

• データ駆動科学・AI教育研究センター（ISTUの運用）

• オンライン教育支援室（授業サポート、ノウハウの蓄積、

エキスパートTA）

• 教育評価分析センター※（授業アンケート、PDCAサイクル）

• 教育・学生支援部（学務情報を扱う事務）

• （入試センター）

課 題 13

キックオフシンポ（7月）を企画中 @ LA研究センター

※ 教育・学習データの提供を受けて、データ利活用のための活動を行う主な組織

幅広いご支援、ご指導、ご協力をお願いします。
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